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諸外国における外交史料館の紹介

世
界
に
は
、国
立
の
公
文
書
館
施
設
と
は
別
に
、外
交
担
当
機
関
が
独
自
の
ア
ー

カ
イ
ブ
施
設
を
有
し
て
い
る
国
々
が
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
国
の
ひ
と
つ

で
あ
る
ド
イ
ツ
の
外
交
史
料
館
（「
外
務
省
政
治
史
料
館
」Politisches A

rchiv 

des A
usw
ärtigen A

m
ts: PA

A
A

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
以
下
「
政
治
史
料

館
」
）
1
（

と
す
る
。）
の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成

二
九
年
三
月
に
ベ
ル
リ
ン
へ
出
張
し
た
際
に
調
査
・
聴
取
し
た
情
報
に
基
づ
い
て

い
る
。

一　

沿
革
と
組
織

一
九
二
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
政
治
史
料
館
は
、
ド
イ
ツ
外
務
省
独
自
の
ア
ー
カ

イ
ブ
で
あ
り
、
外
務
省
の
歴
史
的
文
書
は
こ
の
施
設
に
移
管
さ
れ
る
。
政
治
史
料

館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
外

交
の
文
書
館
が
独
立
の
組
織
を
持
っ
て
い
る
理
由
が
う
か
が
え
る
。

「
ド
イ
ツ
の
国
の
公
文
書
館
の
中
で
、
外
務
省
政
治
史
料
館
は
特
別
の
も
の
で

あ
る
。
外
務
省
政
治
史
料
館
は
、た
だ
一
つ
の
省
の
文
書
だ
け
を
保
管
し
て
い
る
。

他
の
す
べ
て
の
帝
国
及
び
連
邦
機
関
は
、
そ
の
文
書
を
帝
国
公
文
書
館
又
は
連
邦

公
文
書
館
に
移
管
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
特
別
の
発
展
の
理
由
は
、
外
交
政
策
が

長
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
外
務
省
が
日
々
の
業
務
に
お
け
る
現
実
の
政
治
的

な
判
断
に
関
し
、
繰
り
返
し
古
い
文
書
を
早
急
に
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
他
の
外
務
省
も
こ
の
理
由
か
ら
独
自
の
史
料
館
を
維
持
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
独
自
の
史
料
館
の
い
く
つ
か
は
、
よ
り
長
い
歴
史
を
有
し
て

い
る
。」

（
一
）
沿
革

以
下
、
ド
イ
ツ
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ）

2
（

の
記
述
に
も
よ
り
つ
つ
、
政
治
史
料
館

の
沿
革
を
概
括
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
外
務
省
の
再
構
築
と
と
も
に
、
メ
イ
ン
・
ア
ー

カ
イ
ブ
（H

auptarchiv

）
が
業
務
を
開
始
し
た
。
こ
の
文
書
館
が
、
一
九
二
四

年
ま
で
に
「
政
治
史
料
館
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
一

九
年
に
は
す
で
に
ド
イ
ツ
帝
国
公
文
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
政
治
史
料
館

の
活
動
開
始
に
よ
り
、ド
イ
ツ
で
外
交
分
野
独
自
の
公
文
書
館
を
も
つ
こ
と
が「
伝

活
動
報
告諸

外
国
に
お
け
る
外
交
史
料
館
の
紹
介

　
　
　
　
　
　

―
ド
イ
ツ
外
務
省
政
治
史
料
館
の
概
要
―
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統
」
と
な
っ
た
。
帝
国
外
務
省
が
設
立
さ
れ
た
一
八
七
〇
年
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
外

務
省
の
文
書
も
保
持
し
て
い
た
が
、
政
治
史
料
館
設
立
後
は
、
一
八
六
七
年
一
月

一
日
以
前
に
作
成
済
み
の
全
フ
ァ
イ
ル
は
プ
ロ
イ
セ
ン
州
の
機
密
文
書
館
に
、
以

後
の
フ
ァ
イ
ル
は
政
治
史
料
館
に
保
管
、
と
い
う
役
割
分
担
が
で
き
た
。

当
初
の
政
治
史
料
館
の
所
蔵
史
料
は
、
旧
政
治
局
、
中
央
局
、
電
報
局
が
所
管

す
る
二
万
の
フ
ァ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
た
。
領
事
部
、
貿
易
政
策
課
、
旧
法
務
局
と

い
っ
た
「
非
政
治
」
部
門
や
在
外
公
館
か
ら
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
も
徐
々
に
追
加
さ

れ
た
が
、
一
九
三
〇
年
に
な
る
と
保
存
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
た
め
、
一
九
一
八
年
ま

で
の
「
非
政
治
」
部
門
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
公
文
書
館
に
移
さ
れ
た
。

ナ
チ
ス
時
代
の
一
九
三
六
年
か
ら
、
政
治
史
料
館
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
置
か

れ
た
「
罪
科
部
」（Schuldreferat

）
を
併
合
し
て
「
歴
史
部
」（H

istorisches 

Referat

）
と
な
っ
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
他
国
の
外
交
文
書
収
奪

に
関
与
さ
せ
ら
れ
た
が
、
押
収
し
た
フ
ァ
イ
ル
は
終
戦
ま
で
に
返
却
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
に
戦
争
の
危
険
性
を
考
慮
し
て
在
外
公
館
の
フ
ァ
イ
ル

が
一
括
移
管
さ
れ
た
た
め
、政
治
史
料
館
の
ス
ペ
ー
ス
は
再
び
飽
和
状
態
に
な
り
、

一
部
が
帝
国
公
文
書
館
に
移
さ
れ
た
。

一
九
四
三
年
、政
治
史
料
館
所
蔵
史
料
の
ハ
ル
ツ
山
脈
へ
の
疎
開
が
進
め
ら
れ
、

一
九
二
〇
年
ま
で
の
全
文
書
と
一
九
二
〇
〜
三
六
年
の
史
料
の
大
部
分
が
移
送
さ

れ
た
。
し
か
し
他
方
、
こ
の
時
期
は
、
文
化
局
の
フ
ァ
イ
ル
の
大
部
分
が
移
送
中

の
事
故
で
焼
失
し
た
り
、
爆
撃
に
よ
り
一
九
三
六
年
以
降
の
フ
ァ
イ
ル
の
大
部
分

が
失
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
戦
争
の
最
後
の
数
ヶ
月
間
に
お
い
て
在
外
事
務
所

の
敷
地
で
廃
棄
さ
れ
る
な
ど
、
多
数
の
文
書
が
消
失
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
政

治
局
、
帝
国
大
臣
事
務
所
、
人
事
な
ど
の
記
録
が
損
失
し
た
と
さ
れ
る
が
、
政
治

史
料
の
疎
開
先
は
直
接
戦
争
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
は
事
な

き
を
得
た
。
終
戦
時
の
廃
棄
に
関
し
て
は
、
一
九
四
五
年
四
月
に
機
密
フ
ァ
イ
ル

の
廃
棄
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
達
が
そ
の
実
行
を
極
力
遅
ら
せ

た
た
め
、
損
失
は
最
小
限
に
止
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、

政
治
局
保
管
の
軍
機
事
項
、
貿
易
政
策
課
、
在
仏
大
使
館
に
関
す
る
公
文
書
が
焼

却
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

終
戦
後
、
西
側
連
合
国
は
、
疎
開
さ
れ
て
い
た
政
治
史
料
館
の
史
料
を
回
収
し
、

一
九
四
八
年
に
英
国
の
ワ
ッ
ド
ン
・
ホ
ー
ル
（W

haddon H
all

）
に
移
し
た
。

そ
の
う
ち
一
部
の
史
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
さ
れ
た
。
過
去
の
リ
ス
ト
に

基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
ケ
ン
ト
大
学
の
カ
タ
ロ
グ

は
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
記
録
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
エ
イ
ド
と
し
て

使
わ
れ
た
。
帝
国
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
外
務
省
文
書
は
、
全
体
と
し
て

は
戦
災
に
よ
る
大
き
な
損
失
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
五
一
年
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
新
し
い
外
務
省
を
設
立
す
る
に
あ
た
り
、

西
側
連
合
国
は
必
要
な
人
事
と
予
算
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
引
き
渡
し
た
。
そ
の

際
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
・
管
理
・
利
用
す
る
た
め
の
部
署
と
し
て
、
政

治
史
料
館
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

在
外
公
館
に
残
さ
れ
た
一
九
三
八
年
以
降
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
ド
イ
ツ
へ
の
宣
戦

時
も
し
く
は
終
戦
時
、
あ
る
い
は
両
方
の
時
点
で
、
各
駐
在
国
に
よ
っ
て
廃
棄
・

没
収
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
以
降
に
押
収
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
返

還
さ
れ
た
が
、一
部
在
外
公
館
の
記
録
簿
は
依
然
と
し
て
国
外
に
置
か
れ
て
い
る
。
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な
お
、
東
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）
に
お
い
て
も
、
一
九
五
一
年
、
一

時
的
に
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
す
る
た
め
の
公
文
書
館
が
外
務
省
（M

fA
A

）
に
設
置

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
九
六
六
年
に
至
っ
て
東
独
公
文
書
館
か
ら
独
立
し
た
外

交
史
料
独
自
の
公
文
書
館
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
統
一
後
、
連
邦
外
務
省
の
旧
東

ド
イ
ツ
の
外
交
事
務
を
処
理
す
る
機
関
に
よ
っ
て
、
別
場
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た

人
事
関
係
や
機
密
文
書
、
条
約
な
ど
がM

fA
A

の
公
文
書
館
に
集
め
ら
れ
た
。

な
お
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
後
の
数
ヶ
月
の
フ
ァ
イ
ル
破
壊
の
た
め
、
一
九
八

〇
年
代
後
半
の
記
録
に
は
欠
落
が
あ
る
。

一
九
七
二
年
、
ド
イ
ツ
連
邦
か
ら
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
フ
ァ
イ
ル
を
集
約
す

る
中
間
書
庫
が
設
置
さ
れ
、
移
管
元
に
対
応
す
る
文
書
館
に
割
り
当
て
る
業
務
が

開
始
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
移
管
受
け
入
れ
先
と
し
て
の
政
治
史

料
館
の
業
務
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
連
邦
外
務
省
が
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、
政
治
史
料

館
も
ボ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
。
二
〇
一
七
年
現
在
、
政
治
史
料
館
の
建
物

に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ク
ァ
通
り
（K
urstraße

）
に
あ
る
元
帝
国
銀
行
ビ
ル
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
東
西
ド
イ
ツ
の
外
交
文
書
が
、
帝
国
銀
行
の
建
設
に
関

す
る
文
書
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
の
内
部
は
利
用
者
の
入
れ
る

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
、
関
係
者
の
み
が
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
組
織

一
九
八
八
年
に
連
邦
公
文
書
館
法
（Bundesarchivgesetz

）
が
定
め
ら
れ
、

公
文
書
の
基
本
的
な
公
開
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
一
九
九

〇
年
八
月
の
外
交
事
務
法
（Gesetz über den A

usw
ärtigen D

ienst

：

GA
D

）
に
お
い
て
政
治
史
料
館
の
法
的
な
位
置
づ
け
が
明
確
に
さ
れ
た
。

「
政
治
史
料
館
・
歴
史
事
務
課
」（
第
一
一
七
課
）
は
外
務
省
内
で
官
房
に
属
す

る
機
構
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
三
月
現
在
の
職
員
は
二
五
名
で
、
そ
の
う
ち
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
が
一
二
名
。
い
ず
れ
も
歴
史
学
のPh.D

を
取
得
し
て
い
る
か
、
セ
ン

ト
ラ
ル
ス
ク
ー
ル
で
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

だ
人
材
で
あ
る
。

政
治
史
料
館
の
重
要
な
業
務
の
ひ
と
つ
に
、
外
務
省
に
お
け
る
歴
史
問
題
に
関

す
る
支
援
や
業
務
の
た
め
の
情
報
提
供
が
あ
る
。
年
間
に
二
〇
〇
〇
件
も
の
照
会

が
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
が
、
そ
の
う
ち
に
は
政
府
要
路
か
ら
の
も
の
や
在
外
公
館

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
含
ま
れ
て
い
る
。

二　

施
設
と
活
動

（
一
）
書
庫
と
史
料

史
料
の
書
架
延
長
は
約
二
七
㎞
。
書
庫
フ
ロ
ア
の
う
ち
の
一
つ
が
中
間
書
庫
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。毎
年
約
五
〇
〇
〇
箱
の
文
書
が
中
間
書
庫
に
移
動
さ
れ
、

そ
の
う
ち
三
〇
年
経
過
し
た
も
の
か
ら
歴
史
文
書
と
し
て
公
開
さ
れ
る
。

保
存
管
理
の
面
で
は
、
書
庫
の
温
湿
度
管
理
は
当
然
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
史
料

は
中
性
紙
の
箱
に
整
然
と
収
め
ら
れ
、
特
に
貴
重
書
に
つ
い
て
は
保
存
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
。
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閲
覧
に
供
さ
れ
る
文
書
原
本
（
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
）
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
確
認
す
る
限
り
、
劣
化
・
破
損
し
た
文
書
は
多
く
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
修
復
や
酸
性
劣
化
へ
の
対
応
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
行
き
渡
っ
て

い
な
い
実
情
も
あ
る
。
ま
た
、
政
治
史
料
館
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
は
、
一
部
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
方
法
に
難
点
が
あ
り
、
正
し
く
開
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
（
日
本
語
の
文

書
な
ど
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
）。
も
っ
と
も
、
日
本
と
の
条
約
書
が

上
下
逆
向
き
に
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
在
京
ド
イ
ツ
大
使
館
のT

w
itter

で
発
信

さ
れ
て
「
ご
愛
敬
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
点
を
う

ま
く
消
化
し
て
い
る
一
面
も
あ
る
。

政
治
史
料
館
に
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本
と
の
条
約
書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
も
っ

と
も
古
い
一
八
六
一
年
調
印
の
日
本
・
プ
ロ
イ
セ
ン
修
好
通
商
条
約
の
日
本
側
批

准
書
や
、
一
八
六
九
年
調
印
の
日
本
国
独
逸
北
部
連
邦
修
好
通
商
条
約
が
状
態
良

く
保
管
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
日
本
に
手
交
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
批
准
書

が
焼
失
し
て
い
る
た
め
、
日
本
に
と
っ
て
も
貴
重
な
原
本
史
料
で
あ
る
。
条
約
書

の
原
本
は
破
損
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
一
般
利
用
者
に
は
閲
覧
さ
せ
て
い
な

い
。
他
方
、
外
務
省
公
式Facebook

で
所
蔵
史
料
を
紹
介
す
る
な
ど
、SN

S

で

の
発
信
も
行
っ
て
い
る
。

（
二
）
展
示

政
治
史
料
館
に
は
専
用
の
展
示
室
が
備
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
常
設
的
な
展
示

は
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、閲
覧
室
に
小
さ
な
展
示
ケ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
り
、

事
務
室
廊
下
の
壁
面
に
代
表
的
な
史
料
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
て
い

た
り
し
て
、
来
訪
者
に
所
蔵
史
料
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
試
み
ら
れ
て

い
る
。

展
示
の
企
画
は
、
周
年
行
事
等
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま

れ
る
。
近
年
の
試
み
と
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
、
ド
イ
ツ
統
一
時
の
２
＋
４
条
約

（Zw
ei-plus-V

ier-V
ertrag

）
調
印
か
ら
二
〇
周
年
に
合
わ
せ
た
大
規
模
な
企
画

展
示
が
開
催
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
同
展
示
会
で
は
史
料
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ス

ペ
ー
ス
に
陳
列
ケ
ー
ス
が
置
か
れ
、
パ
ネ
ル
や
条
約
書
の
レ
プ
リ
カ
が
陳
列
さ
れ

た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
で
の
展
示
な
の
で
、
入
場
者
数
は
正
確
に
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
な
い
が
、
相
当
の
人
数
の
見
学
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三　

外
交
文
書
の
編
纂
と
公
開

ド
イ
ツ
に
お
い
て
外
交
文
書
の
編
纂
と
公
開
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
外
交
文
書
編
纂
の
経
緯
を
み
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
欧
州
諸
国
は
大
戦
の
原
因
解
明
の
た
め
外
交
文
書
の
編

纂
を
開
始
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
で
は
、
と
り
わ
け
積
極
的
に
大

戦
の
原
因
と
戦
争
責
任
の
解
明
が
追
究
さ
れ
た
。

一
九
一
九
年
、当
時
外
務
次
官
の
立
場
に
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
（K

arl 

Johann K
autsky

）
の
主
導
に
よ
り
、「
大
戦
勃
発
に
関
す
る
ド
イ
ツ
文
書
集
」

（
“Die deutschen D

okum
ente zum

 K
riegsausbruch

”）
が
編
集
さ
れ
た
。

そ
れ
に
引
き
続
き
、
大
戦
に
お
け
る
罪
の
問
題
に
つ
い
て
歴
史
的
・
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
的
な
側
面
を
分
析
す
る
目
的
で
、「
罪
科
部
」
が
設
置
さ
れ
た
（
ナ
チ
ス
時
代
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に
「
歴
史
部
」
に
改
組
さ
れ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
）。
同
部
で
は
、
外
務
省
の

歴
史
資
料
を
初
め
て
包
括
的
に
収
録
し
た
文
書
集
で
あ
る
「D

ie Große Politik 

der Europäischen K
abinette

」
が
編
纂
さ
れ
た
。
同
書
は
外
務
省
が
三
名

の
学
者
（Johannes Lepsius

、A
lbrecht M

endelssohn Bartholdy

及
び

Friedrich T
him
m
e

）
に
委
託
し
た
も
の
で
、
一
八
七
一
〜
一
九
一
四
年
ま
で

の
外
交
文
書
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
全
四
〇
巻
か
ら
な
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外

交
文
書
集
編
纂
の
嚆
矢
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
に
な
る
と
、
外
交
文
書
集
「A

kten zur deutschen 

ausw
ärtigen Politik 1918-1945

（A
D
A
P

）」
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
。
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
連
合
国
に
よ
っ
て
英
国
ワ
ッ
ド
ン
に
移
さ
れ
た
政
治
史
料
館
の

史
料
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ケ
ン
ト
両
大
学
の
カ
タ
ロ
グ
が
フ
ァ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
・
エ
イ
ド
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
史

料
活
用
の
土
壌
が
あ
っ
て
着
手
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
外
交
文
書
集A

D
A
P

の
編
纂
は
一
九
九
五
年
に
完
結
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
所（Institute fur Zeitgeschichte

：IfZ
）が
、
連
邦

外
務
省
を
代
表
し
て
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
外
交
文
書「A

kten zur A
usw
ärtigen 

Politik der Bundesrepublik D
eutschland

（A
A
PD

）」の
編
纂
を
開
始
し
た
。

こ
の
年
次
刊
行
物
は
、
一
九
九
三
年
に
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
三
〇
年

前
の
一
九
六
三
年
の
諸
案
件
が
採
録
さ
れ
た
。

編
纂
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
所
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
本
部

が
あ
り
、
全
体
で
約
八
〇
名
の
職
員
が
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
〇
名
が
外
交
文

書
編
纂
担
当
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
外
務
省
に
常
駐
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

各
巻
に
つ
き
二
〜
三
名
の
担
当
者
に
よ
っ
て
編
纂
作
業
を
進
め
て
い
る
。

A
A
PD

の
採
録
プ
ロ
セ
ス
は
ま
ず
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
年
代
の
文
書
の
機

密
を
解
除
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
解
除
さ
れ
た
文
書
が
す
べ
て
採
録
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
う
し
て
機
密
解
除
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
、
編
纂
者
が
採
録
す
べ

き
と
考
え
る
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
文
書
が
撰
文
さ
れ
る
。
機
密
解
除
さ
れ
た
文
書
の

原
本
は
政
治
史
料
館
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
番
号B150

で
始

ま
る
史
料
群
に
含
ま
れ
る
）。

A
A
PD

は
編
年
体
で
編
纂
す
る
方
針
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
お
り
、
日
本
関
係

の
採
録
文
書
で
は
、
主
立
っ
た
首
脳
会
談
の
記
録
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
記
念
す
べ
き
第
一
巻
で
あ
る
一
九
六
三
年
の
巻
に
は
、
一
一
月
八
日
の
東
京

に
お
け
る
大
平
外
相
と
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
外
相
の
会
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
し
、
二

〇
一
七
年
時
点
で
の
最
新
刊
で
あ
る
一
九
八
六
年
の
巻
に
は
、
中
曽
根
総
理
と

コ
ー
ル
首
相
の
会
談
記
録
な
ど
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

現
代
史
研
究
所
のA

A
PD

編
纂
グ
ル
ー
プ
長
に
よ
れ
ば
、
今
後
の
編
纂
計
画

に
つ
い
て
、
一
九
六
三
年
刊
の
編
纂
後
は
年
代
を
遡
ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
前

の
文
書
が
採
録
さ
れ
た
巻
の
刊
行
を
毎
年
続
け
て
い
る
。
そ
の
合
間
に
、
抜
け
て

い
た
一
九
四
九
〜
六
二
年
の
巻
も
順
次
補
充
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
七
年
の
時
点

で
、
一
九
五
四
〜
六
一
年
の
巻
が
未
刊
行
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
刊
行
も
模
索

し
て
い
る
由
で
あ
る
。

ま
た
、
外
交
文
書
集
編
纂
グ
ル
ー
プ
長
は
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
る
外
交
文
書

編
纂
者
国
際
会
議
（
外
交
史
料
館
か
ら
も
毎
回
出
席
）
に
も
出
席
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
つ
い
て
も
刊
行
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
お
り
、
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戦
後
パ
ー
ト
の
本
格
編
纂
（
占
領
期
）
に
入
っ
た
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
動

向
に
関
心
が
高
い
。（
な
お
、
平
成
二
九
年
四
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
同

会
議
の
概
要
は
『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
一
号
「
第
一
四
回
外
交
文
書
編
纂
者
国

際
会
議
参
加
報
告
」
を
参
照
）。
日
本
に
お
い
て
、『
日
本
外
交
文
書
』
は
、
編
纂

の
加
速
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
外
務
省
に
お
い
て
も
、
戦
後
の
さ
ら
に
新
し

い
時
代
の
編
纂
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
な
ど
を
使
っ

て
編
纂
と
公
開
の
さ
ら
な
る
緊
密
連
携
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
一
層
緊
密
化
し
、
よ
り
迅
速
な
編
纂
の
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

作
成
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
た
文
書
は
原
則
公
開
さ
れ
る
。
こ
れ
は
連
邦
政
府

全
体
の
ル
ー
ル
と
し
て
連
邦
公
文
書
館
法
（Bundesarchivgesetz

）
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
例
外
も
あ
っ
て
、
個
人
情
報
は
公
開
ま
で
に
死
後
三
〇
年
ま

た
は
生
誕
か
ら
一
一
〇
年
が
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
一
九
七
〇
年

代
の
情
報
で
も
、
一
部
機
微
な
情
報
は
非
公
開
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
一
月
一
日
に
保
存
期
限
の
規
則
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
の
機
密
フ
ァ
イ
ル
は
完
全
に
非
公
開
と
さ
れ
、
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
九
三
年
に
最
初
のA

A
PD

が
編
纂
さ
れ
て
以
来
、
数

万
の
機
密
解
除
フ
ァ
イ
ル
の
コ
ピ
ー
（
レ
コ
ー
ド
グ
ル
ー
プB 150

）
が
ま
す
ま

す
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
ド
イ
ツ
帝
国
及
び
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
の
非
公
開
フ
ァ
イ
ル
の
非
公
開
期
間
は
、
一
九
四
五
年
と
一
九
九
一
年
に
失
効

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
外
務
省
に
お
い
て
は
、
三
〇
年
が
経
過
す
る
前
に
編
纂

担
当
者
が
重
要
文
書
の
公
開
性
を
審
査
し
て
機
密
解
除
を
申
請
し
、
三
〇
年
経
過

直
後
に
外
交
文
書
集
が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
機
密
解
除
さ
れ
た
文
書
も
同
じ
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
開
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ド
イ
ツ

で
は
比
較
的
近
い
時
代
の
外
交
史
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
編
纂
さ
れ
た
外

交
文
書
集
を
ガ
イ
ド
と
し
て
エ
ッ
セ
ン
ス
を
つ
か
み
、
公
開
さ
れ
た
そ
の
他
の
文

書
に
よ
っ
て
研
究
を
深
め
る
と
い
う
方
法
論
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
外
交
史
研
究

の
進
展
に
裨
益
し
て
い
る
。
政
治
史
料
館
の
閲
覧
室
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
外
交

文
書
集
が
開
架
式
で
全
て
手
に
と
っ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
も
ち

ろ
ん
原
本
史
料
の
重
要
性
に
も
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
、
原
本
に
は
採
録
さ
れ
た

部
分
の
情
報
以
外
に
、
鉛
筆
等
で
書
き
込
み
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
刊
行
物
に

載
せ
た
文
書
で
も
原
本
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
こ
と
が
編
纂
者
に
は
充
分
理
解
さ

れ
て
い
る
。

四　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
文
書
館
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
外
務
省
に
お
け
る
政
治
史
料
館
以
外
に
も
、
連
邦
議
会

を
は
じ
め
様
々
な
機
関
が
歴
史
的
な
経
緯
に
よ
っ
て
独
自
の
公
文
書
館
を
保
有

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
で
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
す
で
に
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立

ち
の
経
緯
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
連
邦
公
文
書
館
（Bundesarchiv

）

に
お
い
て
は
、
組
織
的
に
も
物
理
的
に
も
、
自
ら
の
公
文
書
館
に
各
ア
ー
カ
イ
ブ

を
集
約
す
る
と
い
う
考
え
方
は
と
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
務
省
政

治
史
料
館
側
が
自
ら
の
存
在
を
「
伝
統
」
と
言
い
切
る
だ
け
で
な
く
、
中
央
公
文



－ 155 －

諸外国における外交史料館の紹介

書
館
た
る
連
邦
公
文
書
館
の
ほ
う
か
ら
も
、
一
つ
の
ル
ー
ル
で
利
用
者
が
不
便
な

く
文
書
を
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
書
誌
情
報
の
集

約
に
よ
っ
て
各
機
関
が
協
力
す
る
体
制
が
あ
れ
ば
、
現
状
で
不
都
合
は
な
い
と
の

見
解
が
聞
か
れ
た
。

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
と
外
務
省
政
治
史
料
館
と
の
間
に
は
、
上
記
の
よ
う
な

運
用
を
可
能
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
折
々
の
機
会
に
、
各
々
の
公
文
書
館
の
問
題
点
等
を
協
議
す
る
機
会

が
も
た
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
協
議
は
政
治
史
料
館
の
他
に

も
、
連
邦
議
会
や
シ
ュ
タ
ー
ジ
文
書
館
（BStU

）
等
と
も
連
携
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
場
で
は
各
館
の
共
通
に
抱
え
る
課
題
、
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
化

の
た
め
の
適
切
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
っ
た
議
題
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
る）

3
（

。

ま
た
、ド
イ
ツ
政
治
史
料
館
と
他
国
の
機
関
と
の
関
係
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
ド
イ
ツ
以
外
に
も
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
外
務
省
独
自
の
史
料
館
を
保
有
す
る
国
は
多
く
、
そ
れ
ら
の
国
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
マ
ル
チ
で
も
バ
イ
で
も
緊
密
に
連
携
が
と
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
の
外
交
史
料
館
と
し
て
は
、
今
後
も
こ

う
い
っ
た
国
々
と
の
情
報
交
換
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。

注（
1
）「
政
治
史
料
館
」
を
は
じ
め
、
機
関
名
・
部
署
名
そ
の
他
の
固
有
名
詞
の
邦
訳
は
筆
者

が
仮
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
欧
文
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
広
く
使
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
用
法
に
で
き
る
限
り
し
た
が
っ
た
。

（
2
）https://archiv.diplo.de/arc-de/das-politische-archiv/geschichte-des-

politischen-archivs/1433596

　
　
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
一
日
現
在
）

（
3
）
な
お
、
電
子
デ
ー
タ
化
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
で
も
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
強
い

関
心
は
有
し
て
い
る
。た
だ
し
、日
本
の
多
く
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

予
算
と
人
員
の
工
面
に
苦
心
し
て
い
る
。な
お
、ド
イ
ツ
全
体
の
公
文
書
館
界
隈
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
と
し
て
は
写
真
史
料
が
も
っ
と
も
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、「
記
憶
遺
産
」
と
し
て
は
文
字
情
報
よ
り
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

画
像
資
料
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。（

文
責　

濵
田
）


